
H25年度厚生労働省・環境省分類結果　正誤表

分類結果 絵表示 注意喚起語
危険有害性情

報
注意書き 分類根拠・問題点 分類結果 絵表示 注意喚起語

危険有害性情
報

注意書き 分類根拠・問題点

25A0004
ジフェニル
カルボ
ナート

102-09-0

特定標的
臓器毒性
（単回暴
露）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし
マウスの経口投与においてガイダンスの区分2の範囲内（1,500 mg/kg）で間代性痙攣が認められた
ため（SIDS（2006））区分2（神経系）とした。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし
ラットの経口投与においてガイダンスの区分2の範囲内（1,500 mg/kg）で間代性痙攣が認められ
たため（SIDS（2006））区分2（神経系）とした。

2021.10修正

25A0006

ジプロピレ
ングリコー
ルブチル
エーテル

29911-28-2 生殖細胞
変異原性

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

分類ガイダンスの改訂により「区分外」が選択できなくなったため、「分類できない」とした。すなわ
ち、in vivoでは、マウス骨髄細胞の小核試験で陰性である（IUCLID（2000））。in vitroでは、細菌の
復帰突然変異試験、哺乳類培養細胞の遺伝子突然変異試験で陰性（IUCLID（2000））、哺乳類培
養細胞の染色体異常試験で陰性、陽性の結果が存在する（IUCLID（2000））。しかし、SIDS（2005）
では、本物質を含む一連のポリエチレングリコールエーテルにin vivoの遺伝毒性を示す証拠はない

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

分類ガイダンスの改訂により「区分外」が選択できなくなったため、「分類できない」とした。すなわ
ち、in vivoでは、マウス骨髄細胞の小核試験で陰性である（IUCLID（2000））。in vitroでは、細菌の
復帰突然変異試験、哺乳類培養細胞の遺伝子突然変異試験で陰性（IUCLID（2000））、哺乳類培
養細胞の染色体異常試験で陰性、陽性の結果が存在する（IUCLID（2000））。しかし、SIDS
（2005）では、本物質を含む一連のプロピレングリコールエーテルにin vivoの遺伝毒性を示す証

2021.10修正

25A0006

ジプロピレ
ングリコー
ルブチル
エーテル

29911-28-2
水生環境
有害性（急
性）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし
藻類（Green Alga, ECOSAR）の72時間ErC50 = 556.4 mg/L（SIDS, 2005）、甲殻類（ｵｵﾐｼﾞﾝｺ）48時
間LC50 ＞ 1000 mg/L（SIDS, 2005）、魚類（ｾﾞﾌﾞﾗﾌｨｯｼｭ）96時間LC50 = 841 mg/L（SIDS, 2005）か
ら区分外とした。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし
藻類（Green Alga, ECOSAR）の96時間ErC50 = 556.4 mg/L（SIDS, 2005）、甲殻類（ｵｵﾐｼﾞ
ﾝｺ）48時間LC50 ＞ 1000 mg/L（SIDS, 2005）、魚類（ｾﾞﾌﾞﾗﾌｨｯｼｭ）96時間LC50 = 841
mg/L（SIDS, 2005）から区分外とした。

2021.10修正

25A0007

2,5,8,11-テ
トラオキサ
ドデカン
（別名：トリ
エチレング
リコールジ
メチルエー
テル）

112-49-2 生殖毒性 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

ラットの雄では反復経口投与により、精巣の矮小化、精子減少又は無精子症を生じ（ECETOC
TR64（1995））、性機能を抑制する。また、マウス及びラットの器官形成期に経口投与した試験にお
いて、母動物に顕著な毒性（体重増加抑制）を生じる用量で奇形の発生頻度の増加が報告されて
いる（ECETOC TR64（1995））。　以上より、区分2に分類した。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

ラットの雄では反復経口投与により、精巣重量減少、精細管の変性を生じ（ECETOC TR64
（1995））、雄性生殖器に影響を与える。また、マウス及びウサギの器官形成期に経口投与した試
験において、母動物に顕著な毒性（体重増加抑制）を生じる用量で奇形の発生頻度の増加が報
告されている（ECETOC TR64（1995））。　以上より、区分2に分類した。

2021.10修正

25A0007

2,5,8,11-テ
トラオキサ
ドデカン
（別名：トリ
エチレング
リコールジ
メチルエー
テル）

112-49-2

特定標的
臓器毒性
（反復暴
露）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

ラットの4週間経口投与試験で区分2のガイダンス値の範囲内の用量（90日換算：83 mg/kg/day）
で、胸腺重量の減少が見られている（ECETOC TR64（1995））が、組織変化を伴う変化でなく、分類
を支持する所見に該当しない。なお、同試験では区分外の用量（90日換算：311 mg/kg/day）におい
て、精巣への影響（重量減少、精細管上皮の変性、精子減少又は無精子）及び胸腺の萎縮が見ら
れている。したがって、経口経路では区分外相当であるが、他の経路での毒性情報がなく、データ
不足のため分類できない。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

ラットの4週間経口投与試験で区分2のガイダンス値の範囲内の用量（90日換算：83 mg/kg/day）
で、胸腺重量の減少が見られている（ECETOC TR64（1995））が、組織変化を伴う変化でなく、分
類を支持する所見に該当しない。なお、同試験では区分外の用量（90日換算：311 mg/kg/day）に
おいて、精巣への影響（重量減少、精細管上皮の変性）及び胸腺の萎縮が見られている。した
がって、経口経路では区分外相当であるが、他の経路での毒性情報がなく、データ不足のため分
類できない。

2021.10修正

25A0010
1-フェノキ
シ-2-プロ
パノール

770-35-4

特定標的
臓器毒性
（反復暴
露）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

データ不足のため分類できない。なお、ラットの26週間混餌投与試験では区分2の範囲を上回る用
量（478 mg/kg/day）で体重増加抑制がみられたものの、区分2の用量範囲内で毒性影響は見られ
ていない（SIDS（2006）、PATTY（6th, 2012））との記述、並びにウサギにおける28日間経皮投与試
験では、試験した最高用量（1,000 mg/kg/day：333 mg/kg/day（90日換算））まで全身毒性影響は見
られていない（SIDS（2006）、PATTY（6th, 2012））との記述より、経口及び経皮経路では区分外相
当であるが、吸入経路での情報がなく、データ不足のため分類できないとした。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

データ不足のため分類できない。なお、ラットの26週間飲水投与試験では区分2の範囲を上回る
用量（478 mg/kg/day）で体重増加抑制がみられたものの、区分2の用量範囲内で毒性影響は見
られていない（SIDS（2006）、PATTY（6th, 2012））との記述、並びにウサギにおける28日間経皮投
与試験では、試験した最高用量（1,000 mg/kg/day：333 mg/kg/day（90日換算））まで全身毒性影
響は見られていない（SIDS（2006）、PATTY（6th, 2012））との記述より、経口及び経皮経路では区
分外相当であるが、吸入経路での情報がなく、データ不足のため分類できないとした。

2021.10修正

25A0011

t-ブチル
パーオキ
シオクト
エート

3006-82-4
水生環境
有害性
（長期間）

区分2 変更なし

－

H411 : 長期継
続的影響に
よって水生生
物に毒性

変更なし

慢性毒性データを用いた場合、急速分解性がなく（分解性試験において被験物質は試験液
中で変化し、変化物であるtert-ブチルアルコールは残留した（既存点検, 2002））、 藻類
（Pseudokirchneriella subcapitata）の72時間NOEC（r）= 0.017 mg/L（環境省生態影響試験,
2002）から区分2となる。
慢性毒性データが得られていない栄養段階に対して急性毒性データを用いた場合、急速分
解性がなく（分解性試験において被験物質は試験液中で変化し、変化物であるtert-ブチル
アルコールは残留した（既存点検, 2002））、 魚類（メダカ）の96時間LC50 = 4.6 mg/L（環境
省生態影響試験, 2002）であることから区分2となる。
以上の結果から、区分2とした。

区分1 変更なし 警告

H410 : 長期継
続的影響に
よって水生生
物に非常に強
い毒性

変更なし

慢性毒性データを用いた場合、急速分解性がなく（分解性試験において被験物質は試験
液中で変化し、変化物であるtert-ブチルアルコールは残留した（既存点検, 2002））、 藻類
（Pseudokirchneriella subcapitata）の72時間NOEC（r）= 0.017 mg/L（環境省生態影響試
験, 2002）から区分1となる。
慢性毒性データが得られていない栄養段階（魚類）に対して急性毒性データを用いた場
合、急速分解性がなく（分解性試験において被験物質は試験液中で変化し、変化物であ
るtert-ブチルアルコールは残留した（既存点検, 2002））、 魚類（メダカ）の96時間LC50 =
4.6 mg/L（環境省生態影響試験, 2002）であることから区分2となる。
以上の結果から、区分1とした。

2022.06修正
分類区分の修
正等

25A0014
トリメトキシ
（メチル）シ
ラン

1185-55-3

特定標的
臓器毒性
（単回暴
露）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

ラットの強制経口投与により回復性の沈静状態、運動失調がみられた（SIDS（2011））ため区分3（麻
酔作用）とした。また、ラットの吸入ばく露（42 mg/L）において、膀胱の結石、腎臓の細胞増殖巣、腎
臓肥大、前立腺の腫瘍がみられたが（SIDS（2011））、ガイダンスの範囲外での用量における所見で
あるため標的臓器としなかった。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

ラットの強制経口投与により回復性の沈静状態、運動失調がみられた（SIDS（2011））ため区分3
（麻酔作用）とした。また、ラットの吸入ばく露（42 mg/L）において、膀胱の結石、腎臓の細胞増殖
巣、腎臓肥大、前立腺の膿瘍がみられたが（SIDS（2011））、ガイダンスの範囲外での用量におけ
る所見であるため標的臓器としなかった。

2021.10修正

25A0021
2,6-ジエチ
ルベンゼン
アミン

579-66-8

特定標的
臓器毒性
（反復暴
露）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

データ不足のため分類できない。なお、EPA HPV-IS（Access on October 2013）に以下の経口、経
皮及び吸入ばく露による試験結果が報告されている。すなわち、ラットの90日間混餌投与試験にお
いて、区分外相当の高用量（0.72%; 360 mg/kg/day）までばく露してもコレステロールの上昇と肝臓
重量の増加がみられたのみであった。ラットに28日間経皮ばく露した試験では、区分2に該当する用
量（93.3 mg/kg/day（90日換算））で肝臓（重量増加、血清GPT及びGOT上昇）への影響がみられて
いる。また、ラットに本物質の蒸気を30日間又は90日間吸入ばく露した試験では、最高濃度の0.1
mg/L まで毒性影響はみられていない。しかし、イヌに0.27 mg/Lの蒸気を20回ばく露（0.06 mg/L
（90日換算））した試験において、ばく露した2例中1例が死亡し、死亡例、生存例とも肝臓（び慢性壊
死）及び腎臓（尿細管上皮の変性）に病理変化が認められている。これらの情報はList外の情報源

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

データ不足のため分類できない。なお、EPA HPV-IS（Access on October 2013）に以下の経口、
経皮及び吸入ばく露による試験結果が報告されている。すなわち、ラットの90日間混餌投与試験
において、区分外相当の高用量（0.72%; 360 mg/kg/day）までばく露してもコレステロールの上昇
と肝臓重量の減少がみられたのみであった。ラットに28日間経皮ばく露した試験では、区分2に該
当する用量（93.3 mg/kg/day（90日換算））で肝臓（重量増加、血清GPT及びGOT上昇）への影響
がみられている。また、ラットに本物質の蒸気を30日間又は90日間吸入ばく露した試験では、最
高濃度の0.1 mg/L まで毒性影響はみられていない。しかし、イヌに0.27 mg/Lの蒸気を20回ばく
露（0.06 mg/L（90日換算））した試験において、ばく露した2例中1例が死亡し、死亡例、生存例とも
肝臓（び慢性壊死）及び腎臓（尿細管上皮の変性）に病理変化が認められている。これらの情報

2021.10修正

25A0024

1,2-ベンゼ
ンジカルボ
ン酸、ジ-
C11-アル
キルエステ
ル

3648-20-2 呼吸器感
作性

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし
データ不足のため分類できない。なお、ECHA（Access on October 2013）に、未希釈の本物質を用
いた104人でのヒト連続パッチテスト（HRIP）の結果、感作性に対する証拠は得られなかったとの記
載がある。この情報はList外の情報源であるため分類に用いなかった。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし データ不足のため分類できない。

2021.10修正

修正内容一覧

物質ID 物質名 CAS番号 項目
修正前 修正後

備考



H25年度厚生労働省・環境省分類結果　正誤表

25A0024

1,2-ベンゼ
ンジカルボ
ン酸、ジ-
C11-アル
キルエステ

3648-20-2 皮膚感作
性

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし データ不足のため分類できない。 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし
データ不足のため分類できない。なお、ECHA（Access on October 2013）に、未希釈の本物質を
用いた104人でのヒト連続パッチテスト（HRIP）の結果、感作性に対する証拠は得られなかったと
の記載がある。この情報はList外の情報源であるため分類に用いなかった。

25A0029 マロン酸 141-82-2

眼に対する
重篤な損
傷性／眼
刺激性

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

データ不足のため分類できない。なお、本物質のpHは2.2（25℃、10 g/L）との報告があり
（GESTIS Access on September 2013）、比較的強酸であるため、皮膚や粘膜に傷害を与え
うるの情報（PATTY（6th, 2012））がある。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

データ不足のため分類できない。なお、本物質のpHは2.2（25℃、10 g/L）との報告があり
（GESTIS Access on September 2013）、比較的強酸であるため、皮膚や粘膜に傷害を与えうると
の情報（PATTY（6th, 2012））がある。

2021.10修正

25A0030
トリフルオ
ロエタノー
ル

75-89-8

特定標的
臓器毒性
（単回暴
露）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

データ不足のため分類できない。なお、ECHA（Access on October 2013）において、ラットの経口投
与試験においてガイダンスの区分2の範囲内の濃度（500-1,000 mg/kg）では全致死であった。また
ガイダンスの区分1の範囲内の濃度（250 mg/kg）では、生存個体に所見及び剖検の異常は見られ
なかったが、死亡個体に自発運動の減少、歩行異常、緩徐呼吸、腹臥位が見られ、剖検では腺胃
や噴洞門からの出血、胸腺の縮小、肺のうっ血などがみられたとの記載がある。これらの情報は
List外の情報源であるため分類に用いなかった。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

データ不足のため分類できない。なお、ECHA（Access on October 2013）において、ラットの経口
投与試験においてガイダンスの区分2の範囲内の濃度（500-1,000 mg/kg）、ガイダンスの区分1
の範囲内の濃度（250 mg/kg）では全致死であった。これら死亡例では自発運動の減少、歩行異
常、緩徐呼吸、腹臥位が見られ、剖検では腺胃や噴洞門からの出血、胸腺の縮小、肺のうっ血な
どがみられた。なお、生存個体に所見及び剖検の異常は見られなかったとの記載がある。これら
の情報はList外の情報源であるため分類に用いなかった。

2021.10修正

25A0031 イソ吉草酸
イソアミル

659-70-1 急性毒性
（経口）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし
ラットのLD50値として、> 5,000 mg/kg の報告（日本医薬品添加剤協会、医薬品添加物安全性デー
タ（Access on October 2013））に基づき、区分外とした。今回の調査で入手した情報をもとに区分を

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし
ラットのLD50値として、> 5,000 mg/kg の報告（日本医薬品添加剤協会、医薬品添加物安全性
データ（Access on October 2013））に基づき、区分外とした。

2021.10修正

25A0031 イソ吉草酸
イソアミル

659-70-1 急性毒性
（経皮）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし
データ不足のため分類できない。なお、ウサギのLD50値として、> 5,000 mg/kg の報告（日本医薬
品添加剤協会、医薬品添加物安全性データ（Access on October 2013））に基づき、区分外とした。
今回の調査で入手した情報をもとに区分を見直した。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし
ウサギのLD50値として、> 5,000 mg/kg の報告（日本医薬品添加剤協会、医薬品添加物安全性
データ（Access on October 2013））に基づき、区分外とした。

2021.10修正

25A0037 プソイドヨノ
ン

141-10-6
皮膚腐食
性／刺激
性

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

SIDS（2006）では、ウサギのOECD TG 404に準拠した皮膚腐食性試験で、72時間後の皮膚刺激性
スコアは2.9であり、みられた紅斑と浮腫のうち、紅斑は15日以内に消失したとの報告がある。その
他、OECD TG 406に準拠したモルモットの感作性試験で本物質による刺激性が顕著に現れたとの
報告がある。なお、108人のボランティアに対するマキシマイゼーション試験（ワセリン中濃度：8%）
で、刺激性はみられなかったと報告されている。以上の情報から、TG 404に準拠した試験に基づき

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

SIDS（2006）では、ウサギのOECD TG 404に準拠した皮膚腐食性試験で、72時間後の皮膚刺激
性スコアは2.9であり、みられた紅斑と浮腫のうち、紅斑は15日以内に消失しなかったとの報告が
ある。その他、OECD TG 406に準拠したモルモットの感作性試験で本物質による刺激性が顕著に
現れたとの報告がある。なお、108人のボランティアに対するマキシマイゼーション試験（ワセリン
中濃度：8%）で、刺激性はみられなかったと報告されている。以上の情報から、TG 404に準拠した

2021.10修正

25A0043 安息香酸 65-85-0

特定標的
臓器毒性
（単回暴
露）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

データ不足のため分類できない。なお、ラットの経口投与においてガイダンス区分2の用量（1,984
mg/kg）で体重増加に影響は見られなかったとの記載がある（SIDS（2004））。CICAD 26（2000）には
ラットの経口経路（投与量不明）において下痢、筋力低下、振戦、自発運動の亢進、衰弱がみられ
たとの記載がある。またラットの吸入ばく露（粉じん）においてはガイダンスの範囲外の濃度（12.2
mg/L）において一時的な自発運動の亢進や流涎がみられたが、後に回復した（SIDS（2004））との
記載がある。ウサギの経皮ばく露においてはLD50 > 2,000 mg/kgとあるが明確な毒性症状につい
て記載がない。以上の結果から、区分の判断に足る所見がないことからデータ不足のため分類でき

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

データ不足のため分類できない。なお、ラットの経口投与においてガイダンス区分2の用量（1,984
mg/kg）で体重増加に影響は見られなかったとの記載がある（SIDS（2004））。CICAD 26（2000）に
はラットの経口経路（投与量不明）において下痢、筋力低下、振戦、自発運動の低下、衰弱がみら
れたとの記載がある。またラットの吸入ばく露（粉じん）においてはガイダンスの範囲外の濃度
（12.2 mg/L）において一時的な自発運動の亢進や流涎がみられたが、後に回復した（SIDS
（2004））との記載がある。ウサギの経皮ばく露においてはLD50 > 2,000 mg/kgとあるが明確な毒
性症状について記載がない。以上の結果から、区分の判断に足る所見がないことからデータ不足

2021.10修正

25A0044
りん酸クレ
ジルジフェ
ニル

26444-49-5 生殖毒性 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

ラットを用いた経口経路（強制）での反復投与毒性・生殖発生毒性併合試験において、60 mg/kg
bw/dayで親動物毒性（副腎の肥大と皮質の空胞化（雌雄）、 摂餌量の減少、総コレステロールの増
加、コリンエステラーゼの減少、肝臓の肥大（雄）、体重増加抑制、肝臓、腎臓及び胸腺の組織学的
変化（雌））がみられ、600 mg/kg bw/dayで雄の精子形成障害に起因すると考えられる生殖影響
（受胎率の低下、着床率の低下）がみられた（SIDS（2002）、厚労省既存化学物質毒性データベー
ス（Access on October 2013）、環境省リスク評価第9巻：暫定的有害性評価シート（2011））。親動
物毒性がみられる用量で生殖影響がみられることから区分2とした。なお、発生毒性に関する報告

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

ラットを用いた経口経路（強制）での反復投与毒性・生殖発生毒性併合試験において、60 mg/kg
bw/dayで親動物毒性（副腎の肥大と皮質の空胞化（雌雄）、 摂餌量の減少、総コレステロールの
増加、コリンエステラーゼの減少、肝臓の肥大（雄）、体重増加抑制、肝臓、腎臓及び胸腺の組織
学的変化（雌））がみられ、300 mg/kg bw/dayで雄の精子形成障害に起因すると考えられる生殖
影響（受胎率の低下、着床率の低下）がみられた（SIDS（2002）、厚労省既存化学物質毒性デー
タベース（Access on October 2013）、環境省リスク評価第9巻：暫定的有害性評価シート
（2011））。親動物毒性がみられる用量で生殖影響がみられることから区分2とした。なお、発生毒

2021.10修正

25A0044
りん酸クレ
ジルジフェ
ニル

26444-49-5

特定標的
臓器毒性
（反復暴
露）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

ラットに強制経口投与した反復投与毒性・生殖発生毒性併合試験において、区分2に該当する用量
（30 mg/kg/day（90日換算））で、副腎（肥大及び皮質の空胞化）、肝臓（肥大及び肝細胞の淡明細
胞化）、腎臓（近位尿細管上皮の好酸性化）、胸腺（萎縮）がみられた（SIDS（2002）、厚労省既存化
学物質毒性データベース（Access on October 2013）、HSDB（Access on October 2013））。した
がって、区分2（肝臓、腎臓、副腎、胸腺）とした。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

ラットに強制経口投与した反復投与毒性・生殖発生毒性併合試験において、区分2に該当する用
量（30 mg/kg/day（90日換算））で、副腎（肥大及び皮質の空胞化）、肝臓（肥大及び肝細胞の淡
明細胞化）、腎臓（近位尿細管上皮の好塩基性化）、胸腺（萎縮）がみられた（SIDS（2002）、厚労
省既存化学物質毒性データベース（Access on October 2013）、HSDB（Access on October
2013））。したがって、区分2（肝臓、腎臓、副腎、胸腺）とした。

2021.10修正

25A0045 炭酸水素
ナトリウム

144-55-8

特定標的
臓器毒性
（単回暴
露）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

経口経路の報告は全てガイダンスの範囲外（3,000-9,000 mg/kg）の用量を投与した試験であり、自
発運動の抑制、歩行失調、浅呼吸など一時的な症状がみられたが後に回復している（SIDS
（2004）、農薬工業会（1996））ことから、区分3（麻酔作用）とした。なお、ラットの吸入ばく露（ミスト）
においては、ガイダンスの上限近傍の濃度（4.74 mg/L）で、一時的な運動抑制、円背位、流涙、鼻
汁がみられたが回復性であった。経皮経路においては、ラットにガイダンスの範囲の最高用量
（2,000 mg/kg）の原体をばく露した試験において死亡及び毒性症状はみられなかったとの記載があ

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

経口経路の報告は全てガイダンスの範囲外（3,000-9,000 mg/kg）の用量を投与した試験であり、
自発運動の抑制、歩行失調、浅呼吸など一時的な症状がみられたが後に回復している（SIDS
（2004）、農薬工業会（1996））。なお、ラットの吸入ばく露（ミスト）においては、ガイダンスの上限近
傍の濃度（4.74 mg/L）で、一時的な運動抑制、円背位、流涙、鼻汁がみられたが回復性であっ
た。経皮経路においては、ラットにガイダンスの範囲の最高用量（2,000 mg/kg）の原体をばく露し
た試験において死亡及び毒性症状はみられなかったとの記載がある（農薬工業会（1996））。以上

2021.10修正

25A0069 マロン酸ジ
エチル

105-53-3 皮膚感作
性

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし
データ不足のため分類できない。なお、SIDS（2006）には、ヒトのマキシマイゼーション試験で石油
中に4％含有する本物質に感作性を示さなかったとの記載があるが、信頼性は低い。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし
データ不足のため分類できない。なお、SIDS（2006）には、ヒトのマキシマイゼーション試験でワセ
リン中に4％含有する本物質に感作性を示さなかったとの記載があるが、信頼性は低い。

2021.10修正

25A0071 硫酸亜鉛
一水和物

7446-19-7 急性毒性
（経皮）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

データ不足により分類できない。なお、硫酸亜鉛7水和物（CAS: 7446-20-0）においてラットにおける
LD50>2,000 mg/kg bw（EU-RAR（2004））が報告されている。この値を硫酸亜鉛無水物に換算する
と、LD50>1,248 mg/kg bwとなる。

【注記】 硫酸亜鉛7水和物（CAS No. 7446-20-0）及び本物質の無水物である硫酸亜鉛（CAS No.
7733-02-0）の分類結果についても参照のこと。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

データ不足により分類できない。なお、硫酸亜鉛7水和物（CAS: 7446-20-0）においてラットにおけ
るLD50>2,000 mg/kg bw（EU-RAR（2004））が報告されている。この値を硫酸亜鉛1水和物に換算
すると、LD50>1,248 mg/kg bwとなる。

【注記】 硫酸亜鉛7水和物（CAS No. 7446-20-0）及び本物質の無水物である硫酸亜鉛（CAS No.
7733-02-0）の分類結果についても参照のこと。

2021.10修正

25A0073
塩化ニッケ
ル六水和
物

7791-20-0 発がん性 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

本物質の無水物である硫酸ニッケルは、IARCでニッケル化合物としてグループ1（IARC vol.100C
（2012））、EU DSD分類において「Carc. Cat. 1; R45」、Eu CLP分類において「Carc. 1A H350i」、日
本産業衛生学会では第2群B（産衛学会勧告（2013））、NTPではK（NTP（2002））、ACGIHは水溶性
ニッケル化合物としてA4（ACGIH 7th（1996））に分類している。また、NTP TR454（1996）では、2年
間吸入試験でラット、マウスとも腫瘍の増加なしとしている。以上の情報より、年号重視によりIARC

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし
本物質の無水物である塩化ニッケルは、IARCでニッケル化合物としてグループ1（IARC vol.100C
（2012））、ACGIHは水溶性ニッケル化合物としてA4（ACGIH 7th（1996））に分類している。以上の
情報より、年号重視によりIARC（2012）の分類を採用し、区分1Aとした。

2021.10修正

25A0086
アルコール
（C=10～
16）

67762-41-8

特定標的
臓器毒性
（反復暴
露）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

ラットに28日間経口投与した試験において、区分2を上回る用量（1,000 mg/kg/day: ガイダンス値換
算: 311 mg/kg/day）で、血清ALT及びアルカリホスファターゼの上昇が雌にみられたのみであった
（SIDS（2007））。よって、経口経路では区分外相当であるが、他の経路による毒性情報がなく、デー
タ不足のため分類できないとした。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

ラットに28日間経口投与した試験において、区分2を上回る用量（1,000 mg/kg/day: ガイダンス値
換算: 311 mg/kg/day）で、血漿ALT及びアルカリホスファターゼの上昇が雌にみられたのみで
あった（SIDS（2007））。よって、経口経路では区分外相当であるが、他の経路による毒性情報が
なく、データ不足のため分類できないとした。

2021.10修正

25A0092

（１Ｒ，２
Ｓ，５Ｒ）－
２－イソプ
ロピル－５
－メチルシ
クロヘキサ
ン－１－

2216-51-5

眼に対する
重篤な損
傷性／眼
刺激性

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

本物質の29%と64%フタル酸ジエチル溶液による2つの眼刺激性試験（OECD TG 405）において、中
等度の刺激性と評価されている（SIDS（2004））。本物質の29%と64%溶液の平均スコアは29%溶液で
角膜混濁0.2、結膜発赤0.6、結膜浮腫0.1、64%溶液で角膜混濁1.0、結膜発赤2.0、結膜浮腫0.6であ
り、64％溶液で全ての所見が7日以内に回復した。また、SIDS（2004）には未希釈の液体のメントー
ル（異性体の種類不明）において軽度の刺激性を示したとの報告がある。以上の結果に基づき、区
分2Bとした。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

本物質の29%と64%フタル酸ジエチル溶液による2つの眼刺激性試験（OECD TG 405）において、
軽度の刺激性と評価されている（SIDS（2004））。本物質の29%と64%溶液の平均スコアは29%溶液
で角膜混濁0.2、結膜発赤0.6、結膜浮腫0.1、64%溶液で角膜混濁1.0、結膜発赤2.0、結膜浮腫0.6
であり、64％溶液で全ての所見が7日以内に回復した。また、SIDS（2004）には未希釈の液体のメ
ントール（異性体の種類不明）において軽度の刺激性を示したとの報告がある。以上の結果に基
づき、区分2Bとした。

2021.10修正

25B0001 酸化亜鉛 1314-13-2 水生環境
有害性（急

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし
甲殻類（オオミジンコ）による48時間EC50＝0.098 mg/L（NITE初期リスク評価書, 2008）であることか
ら、区分1とした。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし
甲殻類（オオミジンコ）による48時間LC50 = 0.098 mg Zn/L（NITE初期リスク評価書, 2008）である
ことから、区分1とした。

2015.12修正

25B0001 酸化亜鉛 1314-13-2 水生環境
有害性（長
期間）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

本物質が金属化合物で水中での挙動が不明であるため、慢性毒性データを用いた場合、藻類
（Pseudokirchneriella subcapitata）の72時間NOEC = 24μg Zn/L（29.9μg ZnO/L）（EU-RAR,
2010））であることから、区分1となる。
慢性毒性データが得られていない栄養段階に対して急性毒性データを用いた場合、本物質が金属
化合物で水中での挙動が不明であり、甲殻類（オオミジンコ）の48時間EC50 = 0.098 mg/L（NITE初
期リスク評価書, 2008）であることから、区分1となる。
以上の結果から、区分1とした。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

本物質が金属化合物で水中での挙動が不明であるため、慢性毒性データを用いた場合、藻類
（Pseudokirchneriella subcapitata）の72時間NOEC = 24μg Zn/L（29.9μg ZnO/L）（EU-RAR,
2010））であることから、区分1となる。
慢性毒性データが得られていない栄養段階に対して急性毒性データを用いた場合、本物質が金
属化合物で水中での挙動が不明であり、甲殻類（オオミジンコ）の48時間LC50 = 0.098 mg Zn/L
（NITE初期リスク評価書, 2008）であることから、区分1となる。
以上の結果から、区分1とした。

2015.12修正

25B0005 銅 7440-50-8

特定標的
臓器毒性
（反復暴
露）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

EHC（1998）、DFGOT vol.22（2006）にはヒトでの銅の反復経口ばく露により、消化器症状（吐気、嘔
吐、腹痛等）及び肝障害（肝機能不全、肝硬変）が生じたとの報告がある。消化器症状につては吐
気、嘔吐、腹痛等であることから標的臓器の分類を支持しない。また、肝障害については1例のみの
症例報告であり、一般化できないと判断した。以上より、分類できないとした。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

EHC（1998）、DFGOT vol.22（2006）にはヒトでの銅の反復経口ばく露により、消化器症状（吐気、
嘔吐、腹痛等）及び肝障害（肝機能不全、肝硬変）が生じたとの報告がある。消化器症状につい
ては吐気、嘔吐、腹痛等であることから標的臓器の分類を支持しない。また、肝障害については1
例のみの症例報告であり、一般化できないと判断した。以上より、分類できないとした。

2021.10修正

25B0006

フタル酸ジ
アリル
（別名：ジ
アリルフタ
ラート）

131-17-9 生殖毒性 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

ラットの生殖発生毒性スクリーニング試験において、高用量群の雌で分娩困難が3/10例に見られ
た（SIDS（2005））が、これらはいずれも死亡前に見られた分娩障害であり、生殖能に対する毒性に
よるものではなく、顕著な母動物毒性による二次的影響と考えられた。一方、ラットを用いた発生毒
性試験で母動物に死亡（2/10例）、体重増加抑制など顕著な一般毒性が発現する用量で、胎児に
最小限の発生毒性（体重低値、骨化遅延）がみられたのみであった（環境省初期リスク評価第7巻
（2009））。以上、雌では生殖能に対する毒性はみられないが、雄の生殖能についての情報がない
こと、また、胎児の体重低値、骨化遅延は生殖毒性有りと判断するには不十分であるため、ガイダ

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

ラットの生殖発生毒性スクリーニング試験において、高用量群の雌で分娩困難が3/10例に見られ
た（SIDS（2005））が、これらはいずれも死亡前に見られた分娩障害であり、生殖能に対する毒性
によるものではなく、顕著な母動物毒性による二次的影響と考えられた。一方、ラットを用いた発
生毒性試験で母動物に体重増加抑制など顕著な一般毒性が発現する用量で、胎児に最小限の
発生毒性（体重低値、骨化遅延）がみられたのみであった（環境省初期リスク評価第7巻
（2009））。以上、雌では生殖能に対する毒性はみられないが、雄の生殖能についての情報がな
いこと、また、胎児の体重低値、骨化遅延は生殖毒性有りと判断するには不十分であるため、ガ

2021.10修正

25B0006

フタル酸ジ
アリル
（別名：ジ
アリルフタ
ラート）

131-17-9

眼に対する
重篤な損
傷性／眼
刺激性

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

SIDS（2005）には、3件の試験結果が報告されており、1件は信頼性2、2件は信頼性4である。信頼
性2の、ウサギを用いた眼刺激性/腐食性試験（GLP及びFSHA 16 CFR 1500準拠）では、全例6匹
について、いずれも刺激性はみられなかった（SIDS（2005））。SIDS（2005）では、この試験結果を元
に「本物質は眼刺激性はないと考えられる」と結論している。PATTY（6th, 2012）においても、
unpublished reportのため試験の詳細は不明であるが、「ウサギの眼に対して刺激性なし」と記載さ

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

SIDS（2005）には、3件の試験結果が報告されており、1件は信頼性2、2件は信頼性4である。信頼
性2の、ウサギを用いた眼刺激性/腐食性試験（GLP及びFHSA 16 CFR 1500準拠）では、全例6
匹について、いずれも刺激性はみられなかった（SIDS（2005））。SIDS（2005）では、この試験結果
を元に「本物質は眼刺激性はないと考えられる」と結論している。PATTY（6th, 2012）においても、
unpublished reportのため試験の詳細は不明であるが、「ウサギの眼に対して刺激性なし」と記載

2021.10修正

25B0007 エタノール 64-17-5 特定標的
臓器毒性
（単回暴
露）

区分3（気道刺
激性、麻酔作
用）

－ － － ヒトの吸入ばく露により眼及び気道への刺激症状が報告されている（PATTY（6th, 2012））。血中エ
タノール濃度の上昇に伴い、軽度の中毒（筋協調運動低下、気分､性格、行動の変化から中等度の
中毒（視覚障害、感覚麻痺、反応時間遅延、言語障害）、さらに重度の中毒症状（嘔吐、嗜眠、低体
温、低血糖、呼吸抑制など）を生じる。さらに、呼吸または循環不全により、あるいは咽頭反射が欠
如した場合には胃内容物吸引の結果として死に至ると記述されている（PATTY（6th, 2012））。ヒトに
加えて実験動物でも中枢神経系の抑制症状がみられている（SIDS（2005））。以上より、区分3（気道

区分3（気道刺
激性、麻酔作
用）

感嘆符 警告 呼吸器への刺
激のおそれ（気
道刺激性、麻酔
作用）
眠気又はめま
いのおそれ（気

ヒトの吸入ばく露により眼及び気道への刺激症状が報告されている（PATTY（6th, 2012））。血中
エタノール濃度の上昇に伴い、軽度の中毒（筋協調運動低下、気分､性格、行動の変化から中等
度の中毒（視覚障害、感覚麻痺、反応時間遅延、言語障害）、さらに重度の中毒症状（嘔吐、嗜
眠、低体温、低血糖、呼吸抑制など）を生じる。さらに、呼吸または循環不全により、あるいは咽頭
反射が欠如した場合には胃内容物吸引の結果として死に至ると記述されている（PATTY（6th,
2012））。ヒトに加えて実験動物でも中枢神経系の抑制症状がみられている（SIDS（2005））。以上

2015.3修正

25B0007 エタノール 64-17-5

特定標的
臓器毒性
（単回暴
露）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

ヒトの吸入ばく露により眼及び気道への刺激症状が報告されている（PATTY（6th, 2012））。血中エ
タノール濃度の上昇に伴い、軽度の中毒（筋協調運動低下、気分､性格、行動の変化から中等度の
中毒（視覚障害、感覚麻痺、反応時間遅延、言語障害）、さらに重度の中毒症状（嘔吐、嗜眠、低体
温、低血糖、呼吸抑制など）を生じる。さらに、呼吸または循環不全により、あるいは咽頭反射が欠
如した場合には胃内容物吸引の結果として死に至ると記述されている（PATTY（6th, 2012））。ヒトに
加えて実験動物でも中枢神経系の抑制症状がみられている（SIDS（2005））。以上より、区分3（気道

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

ヒトの吸入ばく露により眼及び鼻への刺激症状が報告されている（PATTY（6th, 2012））。血中エタ
ノール濃度の上昇に伴い、軽度の中毒（筋協調運動低下、気分､性格、行動の変化から中等度の
中毒（視覚障害、感覚麻痺、反応時間遅延、言語障害）、さらに重度の中毒症状（嘔吐、嗜眠、低
体温、低血糖、呼吸抑制など）を生じる。さらに、呼吸または循環不全により、あるいは咽頭反射
が欠如した場合には胃内容物吸引の結果として死に至ると記述されている（PATTY（6th,
2012））。ヒトに加えて実験動物でも中枢神経系の抑制症状がみられている（SIDS（2005））。以上

2021.10修正

25B0013
アクリル酸
2‐ヒドロキ
シエチル

818-61-1

特定標的
臓器毒性
（単回暴
露）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

ラットの経口投与による急性毒性試験の一般症状として、全用量で活動低下が観察された（SIDS
（2006））。また、ウサギの経皮投与による急性毒性試験では全用量で嗜眠が観察されている（SIDS
（2006））。一方、ラットに4ないし8時間吸入ばく露した試験で、口、鼻、気道への刺激性がみられた
（SIDS（2006））。これらの結果から区分3（麻酔作用、気道刺激性）とした。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

ラットの経口投与による急性毒性試験の一般症状として、全用量で活動低下が観察された（SIDS
（2006））。また、ウサギの経皮投与による急性毒性試験では全用量で嗜眠が観察されている
（SIDS（2006））。一方、ラットに4ないし8時間吸入ばく露した試験で、眼、耳、鼻への刺激性がみら
れた（SIDS（2006））。これらの結果から区分3（麻酔作用、気道刺激性）とした。

2021.10修正



H25年度厚生労働省・環境省分類結果　正誤表

25B0016
イソプロピ
ルアルコー
ル

67-63-0 生殖毒性 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

ラットの経口投与による2世代試験では生殖発生毒性は認められなかったとの記述がある（IARC 71
（1999）、EHC 103（1990））が、このデータの詳細は明らかではない。比較的新しいラットの経口投
与による2世代試験では親動物に一般毒性影響（肝臓及び腎臓の組織変化を伴う重量増加）が認
められる用量で、雄親動物に交尾率の低下、児動物には生後に体重の低値及び死亡率の増加が
見られたと記述されている（PATTY（6th, 2012））、SIDS（2002））。雄親動物における交尾率の低下
と新生児への有害影響は、親動物への一般毒性による二次的・非特異的な影響とは考えがたい。
また、妊娠雌ラットに経口投与した発生毒性試験において、胎児には軽微な影響（体重低値、骨格
変異）が見られたのみで、奇形の発生はなかったが、母動物毒性（不安定歩行、嗜眠、摂餌量及び
体重増加量減少）がみられる用量で着床不全、全胚吸収など生殖毒性影響がみられている

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

ラットの経口投与による2世代試験では生殖発生毒性は認められなかったとの記述がある（IARC
71（1999）、EHC 103（1990））が、このデータの詳細は明らかではない。比較的新しいラットの経口
投与による2世代試験では親動物に一般毒性影響（肝臓及び腎臓の組織変化を伴う重量増加）
が認められる用量で、雄親動物に交尾率の低下、児動物には生後に体重の低値及び死亡率の
増加が見られたと記述されている（PATTY（6th, 2012））、SIDS（2002））。雄親動物における交尾
率の低下と新生児への有害影響は、親動物への一般毒性による二次的・非特異的な影響とは考
えがたい。また、妊娠雌ラットに吸入暴露した発生毒性試験において、胎児には軽微な影響（体
重低値、骨格変異）が見られたのみで、奇形の発生はなかったが、母動物毒性（不安定歩行、嗜
眠、摂餌量及び体重増加量減少）がみられる用量で着床不全、全胚吸収など生殖毒性影響がみ

2021.10修正

25B0018 エチレン 74-85-1 高圧ガス 圧縮ガスまたは
深冷液化ガス

－ － － 充填状態によって以下の基準で分類される。圧縮ガス ； -50℃で完全にガス状である。深冷液化ガ
ス ； 低温にして部分的に液化させたガスである（エチレン、深冷液化されているもの: 国連分類
UN1038、クラス2.1）。

圧縮ガスまたは
深冷液化ガス

ガスボンベ 警告 高圧ガス：熱す
ると爆発のおそ
れ
深冷液化ガス：
凍傷又は傷害

充填状態によって以下の基準で分類される。圧縮ガス ； -50℃で完全にガス状である。深冷液化
ガス ； 低温にして部分的に液化させたガスである（エチレン、深冷液化されているもの: 国連分類
UN1038、クラス2.1）。

2015.3修正

25B0018
イソプロピ
ルアルコー
ル

74-85-1
急性毒性
（吸入：ガ
ス）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし
ラットで10,000 ppm、 25,000 ppm、57,000 ppm（65,550 mg/m3）超の4時間ばく露により影響が認め
られなかったとの記載（IARC 60（1994））, PATTY（6th, 2012））、及びラットで50,000 ppm以上の4時
間ばく露により影響なしとの記載（ACGIH（7th, 2001））に基づいて、区分外とした。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし
ラットで10,000 ppm、 25,000 ppm、57,000 ppm（65,550 mg/m3）の4時間ばく露により影響が認め
られなかったとの記載（IARC 60（1994））, PATTY（6th, 2012））、及びラットで50,000 ppmまでの4
時間ばく露により影響なしとの記載（ACGIH（7th, 2001））に基づいて、区分外とした。

2021.10修正

25B0020
ジクロロジ
フルオロメ
タン

75-71-8
急性毒性
（吸入：ガ
ス）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし
ラット吸入ばく露でLC50: 760,000 - 800,000mL/m3（4時間換算値: 268,701 - 282,842 ppm）
（DFGOT vol.5（1993））の値は12,500 ppm（気体　2,000 ppm（区分4））を超えているため、区分外と
した。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし
ラットに 760,000 - 800,000mL/m3（4時間換算値: 268,701 - 282,842 ppm）（DFGOT vol.5
（1993））を単回吸入ばく露した試験で死亡しなかったとの結果から、12,500 ppm（気体　2,000
ppm（区分4））を超えているため、区分外とした。

2021.10修正

25B0024 グリオキ
サール

107-22-2

眼に対する
重篤な損
傷性／眼
刺激性

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

ウサギを用いた眼刺激性試験（OECD TG 405準拠）では、「軽度の刺激性」がみられた」との記述
がある（NITE初期リスク評価書（2008））。ウサギを用いた別の試験では、「紅斑と結膜浮腫がみら
れ、8日後に完全に回復した。」、「結膜に重度の紅斑と軽度の浮腫、虹彩に炎症と曇りがみられた。
1～2週間で症状が治まった。」との記述がある（SIDS（2003））。さらに、本物質は、EU DSD分類に
おいて「Xi; R36/38」、EU CLP分類において「Eye Irrit. 2 H319」に分類されている。以上の情報に基
づき可逆的な重度の刺激性を与えると考え、区分2Aとした。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

ウサギを用いた眼刺激性試験（OECD TG 405準拠）では、「軽度の刺激性」がみられた」との記述
がある（NITE初期リスク評価書（2008））。ウサギを用いた別の試験では、「結膜に重度の紅斑と
軽度の浮腫、角膜に炎症と曇りがみられた。1～2週間で症状が治まった。」との記述がある（SIDS
（2003））。さらに、本物質は、EU DSD分類において「Xi; R36/38」、EU CLP分類において「Eye
Irrit. 2 H319」に分類されている。以上の情報に基づき可逆的な重度の刺激性を与えると考え、区
分2Aとした。

2021.10修正

25B0032
2-メトキシ
-5-メチル
アニリン

120-71-8

眼に対する
重篤な損
傷性／眼
刺激性

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし
DFGOT vol.4（1992）の「ウサギの眼に重度刺激性である」との記述、及び HSDB（Access on July
2013）の「皮膚刺激性あり」との記述から、区分2Aとした。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし
DFGOT vol.4（1992）の「ウサギの眼に重度刺激性である」との記述、及び HSDB（Access on July
2013）の「眼刺激性あり」との記述から、区分2Aとした。

2021.10修正

25B0040
塩化トリ
フェニルス
ズ

639-58-7
特定標的
臓器毒性
（単回暴

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし
データ不足のため分類できない。なお、水酸化トリフェニルスズ（CAS： 76-87-9）では動物の単回
経口投与において、嘔吐、振戦、嗜眠などの中枢神経系症状が区分1のガイダンス値範囲内で認
められている（CICAD 13（1999））。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし
データ不足のため分類できない。なお、トリフェニルスズ化合物においては動物への単回経口投
与において、嘔吐、振戦、嗜眠などの中枢神経系症状が区分1のガイダンス値範囲内で認められ
ている (CICAD 13 (1999))。

2021.10修正

25B0044
過酸化水
素

7722-84-1 生殖毒性 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

データ不足のため分類できない。なお、ECETOC JACC（1993）でのラットを用いた経口（飲水）経路
での試験で、精子運動能への影響、雌の発情周期への影響、出産母動物数の減少及び出生児の
体重減少がみらたとの報告は、記載が不十分であるため評価することができない。また、経口（飲
水）経路で雄マウス、雄ウサギの精子への影響、雄の生殖能を調べた試験については、対照群を
用いていない限定的な試験から確実な結論は出せない。したがって、分類できないとした。
なお、最も新しい評価書であるEU-RAR（2003）では、限られた生殖毒性試験の結果から生殖機能
に重大な障害は示されていないこと、マウスを用いた90日間反復毒性試験、マウス及びラットを用
いた発がん性試験においても生殖器に有害影響はみられていないことから、生殖毒性物質でない

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

データ不足のため分類できない。なお、ECETOC JACC（1993）でのラットを用いた経口（強制）経
路での試験で、精子運動能への影響、雌の発情周期への影響、出産母動物数の減少及び出生
児の体重減少がみらたとの報告は、記載が不十分であるため評価することができない。また、経
口（飲水）経路で雄マウス、雄ウサギの精子への影響、雄の生殖能を調べた試験については、対
照群を用いていない限定的な試験から確実な結論は出せない。したがって、分類できないとした。
なお、最も新しい評価書であるEU-RAR（2003）では、限られた生殖毒性試験の結果から生殖機
能に重大な障害は示されていないこと、マウスを用いた90日間反復毒性試験、マウス及びラット
を用いた発がん性試験においても生殖器に有害影響はみられていないことから、生殖毒性物質

2021.10修正

25B0048
二酸化窒
素

10102-44-0

特定標的
臓器毒性
（反復暴
露）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

ACGIH（7th, 2001）、EHC 188（1997）及びPATTY（6th, 2012）のヒトで長期ばく露により肺疾患を起
こすとの記述、並びにACGIH（7th, 2001）のマウス3-12ヶ月間反復吸入ばく露により、区分1のガイ
ダンス値範囲の濃度（0.5 ppm）で肺胞拡張が見られたとの記述から、区分1（肺）とした。また、サル
に5 ppmを2ヶ月、又は10 ppmを1ヶ月間吸入ばく露した試験で、ばく露群では細菌（肺炎桿菌）及び
インフルエンザウイルス感染による死亡率が増加し、感染抵抗性の顕著な低下が見られた（ACGIH
（7th, 2001）に引用された原著（Henry, M.C. et al.（1970）を入手し内容を確認）との記述、並びにラッ
トに1 ppmを6ヶ月間吸入ばく露した試験で、血清免疫グロブリンの全画分及び補体濃度の減少が
見られた（EHC 188（1997））との記述から、ヒトでも本物質への長期吸入ばく露により、呼吸器系の
宿主抵抗性の低下、免疫抑制を生じる可能性が指摘されている（PATTY（6th, 2012）、EHC 188

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

ACGIH（7th, 2001）、EHC 188（1997）及びPATTY（6th, 2012）のヒトで長期ばく露により肺疾患を
起こすとの記述、並びにACGIH（7th, 2001）のマウス3-12ヶ月間反復吸入ばく露により、区分1の
ガイダンス値範囲の濃度（0.5 ppm）で肺胞拡張が見られたとの記述から、区分1（肺）とした。ま
た、サルに5 ppmを2ヶ月、又は10 ppmを1ヶ月間吸入ばく露した試験で、ばく露群では細菌（肺炎
桿菌）及びインフルエンザウイルス感染による死亡率が増加し、感染抵抗性の顕著な低下が見ら
れた（ACGIH（7th, 2001）に引用された原著（Henry, M.C. et al.（1970）を入手し内容を確認）との記
述、並びにモルモットに1 ppmを6ヶ月間吸入ばく露した試験で、血清免疫グロブリンの全画分及
び補体濃度の減少が見られた（EHC 188（1997））との記述から、ヒトでも本物質への長期吸入ば
く露により、呼吸器系の宿主抵抗性の低下、免疫抑制を生じる可能性が指摘されている（PATTY
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25B0053 tert-ブタ
ノール

75-65-0 皮膚感作
性

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

DFGOT vol. 19（2003）には、モルモットを用いたマキシマイゼーション試験（OECD TG 406）で感作
性は認められなかったとの結果と、陽性率が25-30%で、「陽性」とはみなされない（GHS文書では
30%以上（アジュバンド使用）の反応で陽性と考えられているため）結果が報告されている。一方、ヒ
トでは本物質を含む日焼け止め液により、顔、頚部、腕及び胸部に広範な掻痒性の発赤、小胞発
疹を起こした男性1人に対し本物質の70%溶液をパッチテストした結果、紅斑と水泡がみられたと報
告されており、エタノールとの交差反応による陽性の報告（NITE有害性評価書（2007））や本物質は
重大な感作性を有すると結論できない（DFGOT vol. 19（2003））と記載されている。以上の情報で

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

DFGOT vol. 19（2003）には、モルモットを用いたマキシマイゼーション試験（OECD TG 406）で感
作性は認められなかったとの結果と、陽性率が25-30%で、「陽性」とはみなされない（GHS文書で
は30%以上（アジュバンド使用）の反応で陽性と考えられているため）結果が報告されている。一
方、ヒトでは本物質を含む日焼け止め液により、顔、頚部、腕及び胸部に広範な掻痒性の発赤、
小胞発疹を起こした男性1人に対し本物質の70%溶液をパッチテストした結果、紅斑と水泡がみら
れたとの報告（NITE有害性評価書（2007））や本物質は重大な感作性を有すると結論できない
（DFGOT vol. 19（2003））と記載されている。以上の情報では、明確に感作性の有無を判断できな

2021.10修正

25B0053
tert-ブタ
ノール

75-65-0 生殖毒性 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

ラットを用いた経口経路（強制）生殖発生スクリーニング試験（OECD TG 421）において、親動物に
一般毒性（雄で腎臓重量増加、雌で投与2-4週間の間、一過性の傾眠、運動失調）がみられる用量
で妊娠期間の延長がみられ、さらに親動物に肝臓重量増加（雄）、雌で妊娠期間中の体重増加抑
制がみられる用量で死産児数増加、生存児数減少、生存児低体重、平均同腹児数の低下がみら
れている（NITE有害性評価書（2007））こと、マウスの妊娠6～20日に混餌投与により用量依存的な
同腹児数低下と死産児数増加がみられている（NTP TR53（1997）、NITE有害性評価書（2007）、
DFGOT vol.19（2003））こと、さらに、ラットの妊娠8日～出生までの混餌投与により、親動物で体重
増加抑制が認めらた用量で分娩時体重減少、生後の体重増加抑制、同腹児数低下、周産期及び
生後の死亡率増加が示されている（DFGOT vol.19（2003））ことに基づき、区分2とした。なお、親動
物の性機能及び生殖能に対する悪影響、及び児の発生における催奇形性は認めれていない

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

ラットを用いた経口経路（強制）生殖発生スクリーニング試験（OECD TG 421）において、親動物
に一般毒性（雄で腎臓重量増加、雌で投与2-4週間の間、一過性の傾眠、運動失調）がみられる
用量で妊娠期間の延長がみられ、さらに親動物に肝臓重量増加（雄）、雌で妊娠期間中の体重増
加抑制がみられる用量で死産児数増加、生存児数減少、生存児低体重、平均同腹児数の低下
がみられている（NITE有害性評価書（2007））こと、マウスの妊娠6～20日に混餌投与により用量
依存的な同腹児数低下と死産児数増加がみられている（NTP TR53（1997）、NITE有害性評価書
（2007）、DFGOT vol.19（2003））こと、さらに、ラットの妊娠8日～出生までの飲水投与により、親動
物で体重増加抑制が認めらた用量で分娩時体重減少、生後の体重増加抑制、同腹児数低下、
周産期及び生後の死亡率増加が示されている（DFGOT vol.19（2003））ことに基づき、区分2とし
た。なお、親動物の性機能及び生殖能に対する悪影響、及び児の発生における催奇形性は認め
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25B0054
p-tert-ブ
チル安息
香酸

98-73-7

特定標的
臓器毒性
（単回暴
露）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

ラットを用いた経口投与試験（500-2,000 mg/kg）で中枢神経系への影響（流涎過多、挙尾反応、前
肢及び後肢障害、痙攣に次ぐ側臥位、振戦、虚脱、痛覚反射の欠如、活動低下、運動失調、縮瞳、
徐呼吸）がみられ（EU-RAR（2009））、マウスの経口投与（350-800 mg/kg）では協調不能と挙尾反
応（脊髄興奮）、痛覚刺激の欠如、前肢の麻痺（EU-RAR（2009））が報告されている。ラットを用いた
粉じん吸入ばく露ではガイダンス1の範囲内の濃度（0.495-1.802 mg/L）で前肢の神経障害及び精
巣への影響が報告されている（EU-RAR（2009））。以上の結果から区分1（中枢神経系）とした。ま
た、ラット経口投与試験（500-2,000 mg/kg）において、生存例の精巣で輸精管の生殖細胞変性によ
る両側性萎縮がみられ、別の試験でも組織学的に精巣の低精子形成が720 mg/kg の経口投与の
全例に現れ、対照群と比べ精細管の生殖細胞が減少した（EU-RAR（2009））との記載から区分1

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

ラットを用いた経口投与試験（500-2,000 mg/kg）で中枢神経系への影響（流涎過多、挙尾反応、
前肢及び後肢障害、痙攣に次ぐ側臥位、振戦、虚脱、痛覚反射の欠如、活動低下、運動失調、散
瞳、徐呼吸）がみられ（EU-RAR（2009））、マウスの経口投与（350-800 mg/kg）では協調不能と挙
尾反応（脊髄興奮）、痛覚刺激の欠如、前肢の麻痺（EU-RAR（2009））が報告されている。ラットを
用いた粉じん吸入ばく露ではガイダンス1の範囲内の濃度（0.495-1.802 mg/L）で前肢の神経障
害及び精巣への影響が報告されている（EU-RAR（2009））。以上の結果から区分1（中枢神経系）
とした。また、ラット経口投与試験（500-2,000 mg/kg）において、生存例の精巣で精細管の生殖細
胞変性による両側性萎縮がみられ、別の試験でも組織学的に精巣の低精子形成が720 mg/kg
の経口投与の全例に現れ、対照群と比べ精細管の生殖細胞が減少した（EU-RAR（2009））との
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25B0055 2-エチル-
1-ヘキサ
ノール

104-76-7 特定標的
臓器毒性
（単回暴
露）

区分2（呼吸
器）、区分3（麻
酔作用、気道刺
激性）

健康有害性
感嘆符

警告 H371 : 臓器の
障害のおそれ
（呼吸器）
H335 : 呼吸器
への刺激のお
それ（麻酔作
用、気道刺激
性）
H336 : 眠気又
はめまいのおそ
れ（麻酔作用、
気道刺激性）

P308+P311 :
暴露又は暴露
の懸念がある
場合：医師に連
絡すること。
P260 : 粉じん
／煙／ガス／ミ
スト／蒸気／ス
プレーを吸入し
ないこと。
P264 : 取扱い
後は．．．よく洗
うこと。

本物質は、ヒトの職業ばく露において頭痛、眩暈、疲労感、腸障害、軽度の血圧低下を起すと報告
されている（PATTY（6th, 2012））。動物試験ではマウス、ラット、モルモットの単回吸入投与試験
（1.8 mg/L/4時間、ミスト（6h、227ppmばく露の換算））で、肺出血及び回復性の中枢神経抑制及び
眼、鼻、喉及び呼吸経路の粘膜の刺激が認められた（JECFA FAS32（1993）、DFGOT vol.20
（2003））との報告に基づき区分2（呼吸器）、区分3（麻酔作用、気道刺激性）とした。

区分2（呼吸
器）、区分3（麻
酔作用）

健康有害性
感嘆符

警告 H371 : 臓器の
障害のおそれ
（呼吸器）
H336 : 眠気又
はめまいのおそ
れ（麻酔作用）

P308+P311 :
暴露又は暴露
の懸念がある
場合：医師に連
絡すること。
P260 : 粉じん
／煙／ガス／ミ
スト／蒸気／ス
プレーを吸入し
ないこと。
P264 : 取扱い
後は．．．よく洗
うこと。

本物質は、ヒトの職業ばく露において頭痛、眩暈、疲労感、腸障害、軽度の血圧低下を起すと報
告されている（PATTY（6th, 2012））。動物試験ではマウス、ラット、モルモットの単回吸入投与試
験（1.8 mg/L/4時間、ミスト（6h、227ppmばく露の換算））で、肺出血及び回復性の中枢神経抑制
及び眼、鼻、喉及び呼吸経路の粘膜の刺激が認められた（JECFA FAS32（1993）、DFGOT vol.20
（2003））との報告に基づき区分2（呼吸器）、区分3（麻酔作用）とした。

2018.10修正


